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青森県療育福祉センター長寿命化調査について（調査概要）

■調査目的： あすなろ、さわらびの各療育福祉センターについて、今後の整備方針案の
策定にあたり、構造体の健全度調査（コンクリートの耐久設計強度・中性化
深度、床の耐荷重等）など詳細な調査を行った上で目標使用年数を精査する。

■調  査  者： 川島隆太郎建築設計事務所

■調査期間： 令和６年５月～９月
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１．建物概要等

 
 1-1. 施設名  青森県立あすなろ療育福祉センター 
 1-2. 住所  青森市石江字江渡１０１  
 1-3. 敷地面積 34,392.63㎡

1-4. 延べ面積 5,453.60㎡
（本体：5,334.60㎡、渡り廊下：119.00㎡）

 1-5. 構造・規模 RC、SRC造 地上１階、地上２階建て
 1-6． 竣工年月日 昭和61年3月21日 竣工
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２．劣化状況調査結果

実施年月

建築

H24年度に大規模改修している事から内部については大きな劣化はなく比較
的健全な状態といえる。ただし、部分改修や竣工当時のままの部分について
は劣化が著しく、入所者に対して危険性が高いものもあり早急な対応が必要
である。
外部についてはトップライト廻りなど部分的な改修のため、大規模改修後の
天井に雨漏り跡が多々確認された。
外部建具に関してほぼ竣工当時のままのため、一部建付が悪く開閉に影響が
ある。
屋上防水、外部建具については概ね5年以内に更新工事を実施する必要があ
る。

電気

　部分的な改修工事及び定期的な点検がされており現地調査、及び設備管理
者からのヒアリング調査した結果、目立った劣化はなく比較的健全な状態と
いえる。ただし、誘導灯のバッテリー切れ、非常灯が点灯しない箇所は更新
が必要である。
また、キュービクルについて定期点検で指摘がでている通り、指示計器、非
常用発電機が30年以上経過しているため更新計画が必要である。

機械
H24年度に大規模改修、定期点検指摘内容に修理対応をしている事から、大
きな劣化はなく比較的健全な状態といえる。
空調機については計画年数を超えていることから、更新計画が必要である。

調査結果の概要

R6年7月
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３．躯体の健全度調査

（１）コンクリート強度による推定

今回の調査にあたり各棟２本、計６本の供試体を採取し、新たに圧縮強度試験を行った。コンクリートの
圧縮強度試験の結果、コンクリート強度は最低 22.6N/mm2、最大37.0N/mm2、標準偏差を考慮した耐震
診断用の平均値は 東棟 25.1N/mm2 、西南棟 32.1N/mm2 、西北棟 23.6N/mm2 であった。概ねバラつき
もなく、各棟設計基準強度（Fc=21N/mm2 ）を上回る強度が確認された。

※ N/mm2（ニュートンバー平方ミリメートル）
１平方ミリメートルの面積あたりの耐えられる荷重。（１Ｎ＝約0.102ｋｇｆ）

棟(階) No 強 度 単純平均 標準偏差
耐震診断用

平 均 ※

東 棟(1)
5

6

37.0 

23.0 
30.0 9.9 25.1

西南棟(1)
3

4

36.5 

31.3 
33.9 3.7 32.1

西北棟(1)
1

2

22.6 

29.2 
25.9 4.7 23.6

・圧縮強度試験結果

※ 耐震診断用平均値 単純平均値－標準偏差/2
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３．躯体の健全度調査

（２）コンクリートの中性化による推計
コンクリートの中性化については、計測箇所の最大で 5.0㎜の中性化が計測されている。部分的な中性

化進行は見られるが、経過年数による理論値（概ね25.3㎜）以下であった。

・中性化試験結果

棟(階) No 筒元 筒先 全体平均 最大値

東 棟(1)
5

6

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0

5.0西南棟(1)
3

4

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0

西北棟(1)
1

2

0.0 

5.0 

0.0 

0.0 
1.3

（３）ひび割れによる影響
コンクリート躯体に 0.3mm以上の大きなクラックが生じた場合、そのひび割れから劣化原因物質が浸透し

やすく、漏水や内部鉄筋の錆を発生させる原因となるため、躯体の寿命を縮める恐れがある。この場合、
エポキシ樹脂注入等の補修により、対策を講じる必要がある。

３棟共に建物の外部面においてこのような特に大きなクラックは確認されなかったため、ひび割れによる
耐用年数に対する影響は、現状ではないと推測する。
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４．床の耐荷重調査

■検討方針
・ 床の耐荷重の算出を行い、長寿命化改修に向けどのように改修可能であるか検討を行った。
・ 既存スラブの材料強度・配筋については現存する構造図を用いて配筋を確認し検討した。
・ 検討範囲は室用途・スラブ配置からエリア分けして検討を行った。

■検討条件
・ 材料強度 コンクリート Fc = 21.0 N/㎜2

鉄 筋 SD295A
・ １階の土間コンクリートについては、積載荷重を地盤が直接支えるものと判断し、検討を省略する。

■検討結果まとめ
・屋上は現行の基準にて青森市最深積雪量180cmを見込むこととされているが、最小で66cmしか
見込めないスラブが確認された。冬季は常時雪下ろしなどの応急対策を講じることが推奨される。

・室内では積載荷重が現行基準を満たしていない箇所は散見されるが、即座に使用中止とするまで
には至っておらず、室利用環境の工夫などで十分に対策可能な結果が得られている。

・１階主廊下の居室(重心B型)前のスラブS4が基準法にて室内に最低見込むべき積載荷重である
居室の積載荷重以下となる。経年でたわみ等が発生する可能性があるものの、１階で地盤面が
直下にあるため、床が抜け落ちるなどの危険性は低い。
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５．目標使用年数及び長寿命化可能性の検討

■目標使用年数の設定

コンクリート中性化、コンクリート強度共に問題がなく、青森県公共建築物長寿命化指針によ
る長期使用施設の88年以上の使用は可能と推定できる。

棟によるばらつきはあるが、コンクリート強度から推定される躯体の供用限界期間は97年と
推定され、経過年38年を考慮すると、あと59年まで延長が見込まれる。よって、長寿命化改修
に適していると判断する。

■長寿命化可能性の検討
あと2年で大規模改修時期となる築40年になるため、現在生じている不具合等に対する改修

含め、将来を見据えた改修・保全計画を検討する事が望ましい。
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